
建設業における
労働災害防止について

呉労働基準監督署
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労働災害の推移
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（呉市、江田島市、東広島市のうち黒瀬町）

※労働災害の件数は休業４日以上の休業災害及び死亡災害の合計で確定値です。ただし、新型コロナウイルス感
染症によるものを除いています。

５年間概ね横ばい。Ｒ７年：前年比50件(+20.4%)

死亡件数→

死傷件数→



令和７年の労働災害
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（呉市、江田島市、東広島市のうち黒瀬町）

※労働災害の件数は休業４日以上の休業災害及び死亡災害の合計で確定値です。ただし、新型コロナウイルス感
染症によるものを除いています。

建設業は８％ 全業種では墜落、転落、転倒が多い

事故の型別業種別



労働災害の推移（建設業）
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（呉市、江田島市、東広島市のうち黒瀬町）

※労働災害の件数は休業４日以上の休業災害及び死亡災害の合計で確定値です。ただし、新型コロナウイルス感
染症によるものを除いています。

R2-R5は20～30件程度で推移。
R7は死亡災害なし

←死亡件数

死傷件数→



令和７年の労働災害（建設業）
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（呉市、江田島市、東広島市のうち黒瀬町）

※労働災害の件数は休業４日以上の休業災害及び死亡災害の合計で確定値です。ただし、新型コロナウイルス感
染症によるものを除いています。

墜落、転落が約４割を占める。



労働災害発生状況（まとめ）
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（呉市、江田島市、東広島市のうち黒瀬町）

◎全業種
●過去5年は概ね横ばい
●R7は前年比約20％増加
●墜落、転落、転倒が多い

◎建設業
●R3-R6は20～30件を推移
●R7は23件 (死亡災害は0件)

●墜落、転落が約４割を占める
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災害事例①：熱中症（死亡）
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災害事例②：足場からの墜落（死亡）
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災害事例③：墜落（死亡）
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災害事例④：墜落（死亡）
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熱中症に係る省令改正等について
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熱中症のおそれのある者に対する処置の例 フロー図①

 ※ これはあくまでも参考例です。現場の実情にあった内容にしましょう。

意識の異常等

経過観察

回復回復

回復しない、症状悪化

異常等なし

できるできない

「意識の有無」だけで

判断するのではなく、

① 返事がおかしい

② ぼーっとしている

など、普段と様子がおかしい場合も異常

等ありとして取り扱うことが適当。

判断に迷う場合は、安易な判断は避け、

＃7119等を活用するなど専門機関や医

療機関に相談し専門家の指示を仰ぐこと。

異常等あり

救急隊要請

医療機関への搬送

自力での水分摂取あ

熱中症が疑われる症状例

【他覚症状】

ふらつき、生あくび、失神、

大量の発汗、痙攣 等

【自覚症状】

めまい、筋肉痛・筋肉の硬直

（こむら返り）、頭痛、不快感、

吐き気、倦怠感、高体温 等

回復後の体調急変等により症状が悪化するケースがあるため、

連絡体制や体調急変時等の対応をあらかじめ定めておく。

医療機関までの搬送の間や経過観察中は、一人にしない。
（単独作業の場合は常に連絡できる状態を維持する）

熱中症のおそれのある者を発見

作業離脱、身体冷却



熱中症のおそれのある者に対する処置の例 フロー図②

熱中症が疑われる症状例

【他覚症状】
ふらつき、生あくび、失神、大量の発汗、
痙攣 等

【自覚症状】
めまい、筋肉痛・筋肉の硬直
（こむら返り）、頭痛、不快感、
吐き気、倦怠感、高体温 等

① 返事がおかしい
② ぼーっとしている など、
普段と様子がおかしい場合も、熱中症のお
それありとして取り扱うことが適当。

医療機関までの搬送の間や
経過観察中は、一人にしない。

（単独作業の場合は常に連絡でき
る
状態を維持する）

医療機関への搬送に際しては、必要に応じ
て、救急隊を要請すること。

救急隊を要請すべきか判断に迷う場合は、
＃7119等を活用するなど、専門機関や医
療機関に相談し、専門家の指示を仰ぐこと
も考えられる。回復

熱中症のおそれのある者を発見

作業離脱、身体冷却

医療機関への搬送

※ これはあくまでも参考例です。現場の実情にあった内容にしましょう。

回復後の体調急変等により症状が悪化するケースがあるため、

連絡体制や体調急変時等の対応をあらかじめ定めておく。



⚫ 暑さ指数（WBGT）の把握の準備
• 日本産業規格 JIS Z 8504 又は JIS B 7922 に適合した WBGT 指数計を準備し、点検

⚫ 作業計画の策定等

⚫ 設備対策の検討
• 簡易な屋根の設置、通風又は冷房設備の設置、ミストシャワー等による散水設備の設置を検討

⚫ 休憩場所の確保の検討

⚫ 服装等の検討

⚫ 教育研修の実施

⚫ 労働衛生管理体制の確立
• 事業者、産業医、衛生管理者、安全衛生推進者又は衛生推進者を中心とした熱中症予防対策の検討、事業場における熱

中症予防に係る責任体制の確立

⚫ 緊急時の対応の事前確認等
• 搬送先医療機関の連絡先・所在地や緊急時に必要な措置の実施手順作成、掲示やメール等による周知

準備事項

STOP！熱中症 クールワークキャンペーン



⚫ 暑さ指数（WBGT）の把握と評価

⚫ 作業環境管理
• 暑さ指数（WBGT）の低減等、休憩場所の整備等

⚫ 作業管理
• 作業時間の短縮等、暑熱順化への対応、

水分及び塩分摂取の徹底、服装等の変更、
プレクーリング

⚫ 健康管理
• 健康診断結果に基づく対応等、日常の健康管理指導、

労働者の健康状態及び暑熱順化の状況の確認、
作業中の労働者の健康状態の確認

⚫ 労働衛生教育

⚫ 異常時の措置

⚫ 熱中症予防管理者等の業務
• 作業に応じたWBGT 基準値の決定、

暑さ指数（WBGT）に加えるべき着衣補正値有無の確認

• 暑さ指数（WBGT）の低減対策状況の確認

• 各労働者の暑熱順化状況の確認

• 作業開始前の労働者の体調及び暑熱順化の状況確認

• 作業場所の暑さ指数（WBGT）の把握・結果評価に基づき、必要に応じて作業時間の短縮等を措置

• 熱中症のおそれのある労働者を発見した際に連絡を行う担当者や連絡先、措置の手順等について、作業開始前の周知

• 労働者の水分及び塩分の摂取状況の確認

• 退勤後の体調悪化についての注意喚起

キャンペーン期間中（令和８年５月１日～９月30日）の実施事項

STOP！熱中症 クールワークキャンペーン

⚫ 作業環境管理
• 暑さ指数（WBGT）の低減効果の再確認、

必要に応じ追加対策

⚫ 作業管理
• 梅雨明けによる急激な暑さ指数（WBGT）

の上昇を考慮した暑熱順化の実施
• 暑さ指数（WBGT）に応じた作業中断等の

徹底

⚫ 健康管理
• 当日の朝食の未摂取、睡眠不足、体調不良、

前日の多量の飲酒、暑熱順化の不足等につ
いての作業開始前確認

• 巡視頻度の増加

⚫ 労働衛生教育

⚫ 異常時の措置

重点取組期間中（令和８年７月）の実施事項



⚫ 職場における熱中症予防対策をまとめたポータルサイトの整備を実施するととも

に、熱中症予防対策の啓発を実施

⚫ 場所を問わずアクセスして学べるeラーニングコンテンツを拡充

⚫ 「働く人の今すぐ使える熱中症ガイド」を掲載

職場における熱中症予防対策ポータルサイト
ht tps : //neccyusho .mh lw.go . jp /

熱中症予防啓発キャラクター

チューイ カン吉

QRコード
は

こちらです

https://neccyusho.mhlw.go.jp/
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法令改正のポイント

①「熱中症の症状がある」、「熱中症の疑いがある労働者がい

る」場合、会社に報告する体制整備と関係労働者への周知。

②熱中症の症状がある労働者を把握した場合に的確な判断が

行えるように、手順を定めて関係労働者に周知。



石綿の法令改正
～工作物石綿事前調査者の資格～
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近年の石綿の法令改正
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●事前調査関係
（工作物の解体等の作業における
事前調査の資格）

●届出関係

●吹付石綿・石綿含有保温材等の除去工事の規制

●石綿含有仕上塗材・成形板等の除去工事の規制

●写真等による作業の実施状況記録



「工作物石綿事前調査者」
の資格が必要となる工作物①

23



24

「工作物石綿事前調査者」
の資格が必要となる工作物②



フローチャート
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個人事業主等の安全衛生対策
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個人事業主等の安全衛生対策①
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個人事業主等の安全衛生対策①
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個人事業主等の安全衛生対策②

個人事業者等自身による措置
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個人事業主等の安全衛生対策③
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個人事業主等の安全衛生対策③
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個人事業主等の安全衛生対策③
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墜落制止用器具のポイント

①高さ6.75m超ではフルハーネス型

②最大重量＝体重＋装備品の重量

③第１種・第２種ショックアブソーバ

自由落下距離1.8ｍ 自由落下距離４ｍ

安全のポイント



34

墜落制止用器具

安全のポイント
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安全のポイント
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安全のポイント
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安全のポイント
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スレート板からの墜落防止

安全のポイント
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重機のポイント

●作業半径の中に入らない

●つり荷の下に入らない

●クレーンの過負荷防止装置を無効にしない

●作業場所に応じて敷鉄板等を設ける
（転倒・転落防止）

●無資格運転をしない

安全のポイント
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崩壊・倒壊予防のポイント

●足場には壁つなぎ、控え等を設ける

安全のポイント
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日々の安全衛生活動に
ご協力をお願いいたします


	スライド 1: 建設業における 労働災害防止について
	スライド 2: 目次
	スライド 3: 労働災害の推移
	スライド 4: 令和７年の労働災害
	スライド 5: 労働災害の推移（建設業）
	スライド 6: 令和７年の労働災害（建設業）
	スライド 7: 労働災害発生状況（まとめ）
	スライド 8: 目次
	スライド 9: 災害事例①：熱中症（死亡）
	スライド 10: 災害事例②：足場からの墜落（死亡）
	スライド 11: 災害事例③：墜落（死亡）
	スライド 12
	スライド 13: 目次
	スライド 14: 熱中症に係る省令改正等について
	スライド 15: 熱中症のおそれのある者に対する処置の例　フロー図①
	スライド 16: 熱中症のおそれのある者に対する処置の例　フロー図②
	スライド 17: STOP！熱中症　クールワークキャンペーン 
	スライド 18: STOP！熱中症　クールワークキャンペーン 
	スライド 19: 職場における熱中症予防対策ポータルサイト https://neccyusho.mhlw.go.jp/
	スライド 20
	スライド 21: 石綿の法令改正 ～工作物石綿事前調査者の資格～
	スライド 22: 近年の石綿の法令改正
	スライド 23: 「工作物石綿事前調査者」 の資格が必要となる工作物①
	スライド 24
	スライド 25: フローチャート
	スライド 26
	スライド 27
	スライド 28
	スライド 29
	スライド 30
	スライド 31
	スライド 32
	スライド 33
	スライド 34
	スライド 35
	スライド 36
	スライド 37
	スライド 38
	スライド 39
	スライド 40
	スライド 41

